
 

 

 

シニア豊かさラボが考える 

人生 100 年時代の「豊かさ」 
 

人生 100年時代を迎え、長く生きることが当たり前になりつつあります。 

では、「人生 100年時代の豊かさ」とは何でしょうか。 

 

健康であること。 

安心して暮らせること。 

人とのつながりがあること。 

好きなことを楽しむこと。 

学ぶこと。 

新しいことに挑戦すること。 

社会と関わること。 

あるいは、今ある暮らしを大切にすること。 

 

一人ひとりが感じる「豊かさ」のかたちは、さまざまです。 

そこに、ひとつの正解があるわけではありません。 

 

そして、年齢や性別といった属性だけでは、 

その人が今何を大切にしているのか、 

これから何をしたいと思っているのか、 

どんな暮らしを心地よいと感じているのかまでは、なかなか見えてきません。 

 

私たちが知りたいのは、ひと括りにされた「シニア像」ではありません。 

 

一人ひとりに、それぞれの今があり、 

それぞれの「これから」がある。 

 

その声に耳を傾け、みんなで考え、必要に応じて実践や検証につなげることで、 

人生 100年時代の新しい豊かさを見つけていけるのではないか。 

 

シニア豊かさラボは、こうした一人ひとりの「今」と「これから」に目を向けることから活動を始めます。 


